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歯骨についてもどのような目的を持っていた
のかを考え、井戸から出土しているこの両者
の井戸祭祀との関わりを考察する。
第 章では、まとめとして論文の結論を述べ7
る。
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炉は人間と火との関わりを示す痕跡のひと
つである。縄文時代には炉に多様な形態がみ
られるようになる。同一遺跡内においてでさ
え異形態の炉が存在するのである。その炉形
態の多様さは縄文人の嗜好による違いである
とは考えられず、何らかの機能差があったと
考えられる。本論ではその機能について考察
していくことを目的とし、多様な炉の中で土
器が敷かれている炉を取り上げた。
土器敷きの機能としては つが想定されてい3
る。ひとつは炉の処理行為の跡とするもの、
ひとつは地面からの湿気を防ぐ、熱効率をあ
げるといた実用的機能、もうひとつは儀礼行
為といった非実用的機能である。この つが土3
器敷きの機能として備えていたか分析結果を
基にして考察を行った。
分析の対象とするのは北陸（石川・富山）
の炉である。土器敷きは 例確認することがで47
きた。そして土器敷きの行われていない 炉556
と比較を行って土器敷きの機能について考察
を行った。
分析の基準としては、時期・利用場所・大
きさ・形態・炉石の抜き去り・炉内の石敷き
の 項目を用いた。土器敷き炉は中期前葉から6
後期後葉にみられた。利用場所などその他の
要素については土器敷き炉と他炉との間に大
きな違いがみられなかった。
この結果から土器敷き炉が普通の炉とかわ
らない炉であり儀礼性を伴った特殊な炉であ
るとは考えにくい。また、土器敷き炉の発掘
状況や炉石の抜き去りとの相関関係がみられ
ないことから炉の処理行為の跡であるとも考
えにくい。
以上のような結果から土器敷きは実用的な
機能を備えていたと推測した。
五角形鏃の用途 ―石川県内縄文時代遺跡出
土の五角形鏃から―
廣間 正悟
縄文時代の狩猟活動において、主要な役割
を果たした弓矢に用いられた石鏃は、平面形
・基部形態・柄の有無などの違いによって様
々な形態をしており、型式として細分してい
けばきりが無い程にバラエティーに富んでい
る。これは単に製作者の癖・拙巧の違いによ
るものなどではなく、明らかにその形態に作
り上げようとする明確な意志が反映されてい
るものだと思われる。つまり、ある形態を作
。る上で何らかの目的･理由が存在するのである
その多様な形態を見ることができる石鏃の内
に、三角形を基調にする石鏃の中では特殊な
形態とも言える、五角形を呈するものが存在
する。その五角形鏃が作り出された目的・理
由、つまりその「用途」は何であるのか。本
稿はこれを明らかにしようと試みるものであ
る。
4本稿では五角形鏃を平面形に基づいて更に
つの型式（Ａ～Ｄ）に、石川県内の調査遺跡
を地理的環境の違いから つの地区（Ⅰ～Ⅴ）5
に分類し、まず各型式が各地区において、時
期的・地理的にどのような出土傾向を示して
いるのかを分析した。その結果、縄文時代前
半に多くの遺跡が営まれたⅠ・Ⅱ地区ではＣ
型式が、後半に多くの遺跡が営まれたⅣ・Ⅴ
地区ではＡ型式が、それぞれ高い比率で分布
するという傾向を掴むことができた。
次に資料の計
測値から、各型
式が形態的にど
「 」のような 用途
に適しているの
かを、増山仁氏
の研究における
分類・分析方法五角形鏃（チカモリ遺跡）
を参考にして、
Ａ型式は特に狩猟対象を決めずに広範囲に使
用したもの、Ｂ及びＤ型式は中型獣を狙うの
に適したもの、Ｃ型式は小型獣や特に鳥類を
狙うのに最適なものであるという結果を得た。
そして、この結果と上記の時期的・地理的
に見た分布傾向とを結びつけるものとして、
